
１ 　 岡山大学の理念・ 目的等

１ 　 岡山大学の理念 　 　 　 “ 高度な知の創成と 的確な知の継承 ”

人類社会を 安定的， 持続的に進展さ せる ためには， 常に新たな知識基盤を構築し ていかねばなり ません。 岡山大学は， 公的な知

の府と し て， 高度な知の創成（ 研究） と 的確な知の継承（ 教育と 社会還元） を 通じ て人類社会の発展に貢献し ます。

２ 　 岡山大学の目的　 　 　 “ 人類社会の持続的進化のための新たなパラ ダイ ム構築 ”

岡山大学は，「 自然と 人間の共生」 に関わる ， 環境， エネルギー， 食料， 経済， 保健， 安全， 教育等々の困難な諸課題に対し ，

既存の知的体系を 発展さ せた新たな発想の展開によ り 問題解決に当たる と いう ， 人類社会の持続的進化のための新たなパラ ダイ ム

構築を 大学の目的と し ます。

こ のため， 我が国有数の総合大学の特色を 活かし ， 既存の学問領域を 融合し た総合大学院制を基盤にし て， 高度な研究と その研

究成果に基づく 充実し た教育を 実施し ます。

３ 　 岡山大学の学位授与と 教育課程編成・ 実施の方針

１ ） 学位授与方針（ ディ グリ ー・ ポリ シー）

従来の「 学部教育」 は組織に着目し た教育であり「 何を 教える か」 が主体でし たが，岡山大学は「 何を教える か」 ではなく 「 何

を 身に付けたか」 が重要である と 考え， 卒業生の質を保証でき る 教育を行っ ていき ます。 そのために本学では保証すべき 卒業

生像を 明確にし ， 卒業に際し ， 当該課程における 学位を 授与する 要件と し て学生が身に付けている べき 能力を明示し ます。

岡山大学ディ グリ ー・ ポリ シー

岡山大学では， 各学部所定の期間在学し ， 所属学部の定める授業科目を履修し て， 所定の単位数を取得し ， 以下の学士力を

基本的に修得し た学生に学位を 授与する 。

自ら 進んで， 課題解決に挑む実践力【 実践力】

身近な課題と 向き 合い， 解決に向けて行動する こ と ができ る 。

自ら 問う て， 課題を 見出す探究力【 探究力】

対象に疑問を 持っ て， 多面的な検討を 加えて課題を 明ら かにする こ と ができ る。

語り 聴く こ と を通し て， 差異から 学ぶコ ミ ュ ニケーショ ン 力【 コ ミ ュ ニケーショ ン力】

出会いの中から 違いを 理解し 自ら を 高める こ と ができ る 。

基礎的かつ体系的な専門力【 専門力】

それぞれの専門領域の土台と なる 知識， 技能を 生かすこ と ができ る。

自然や社会に関心を 持ち， 学びを習慣化する力【 教養力】

身の周り の事象に好奇心を 持ち 学び続ける こ と ができ る 。

２ ） 教育課程編成・ 実施の方針（ カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー）

１ ） で記し た学位授与方針を 効果的に実現する ために， 岡山大学では学部・ 学科等の教育単位でどのよ う にカ リ キュ ラ ムを

編成し 実施し ていく かを 明確にし ， 学生が習得すべき 教育上の力（ DP で表現さ れる も の） を 効果的に身に付けさ せる ために

授業（ カ リ キュ ラ ム） の編成の方針を 明示し ます。

岡山大学カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー

卒業認定・ 学位授与の方針（ ディ グリ ー・ ポリ シー） で掲げた力を 修得し た人材を 養成する ため， 全学と し て以下の方針及

び考え方に基づき ， 教育課程を 編成し ， 実践し ます。

教育の実施方針

　 持続可能社会の実践に向けて学生が主体的に学び続ける 能力を育成する教育を 実施し ます。

教育内容の考え方

　 主体的・ 対話的で深い学びの視点から ，「 何を 教えたか」 から 学生が「 何ができ る よ う になっ たか」 を 重視し て， 以下の

教育内容を 提供し ます。

　 共通教育

　 全ての学生に共通し て求めら れる 汎用的技能の育成を 目指し ， 他の学生と 学び合う ， 共に育ち 共に創る 実践的な活動を

提供し ます。

　 特に学士課程では， 自身の考えと 異なる人と の対話や協働を進める ために必要な知識や技能を 身につける カ リ キュ ラ ム

を 提供し ます。

　 専門教育

　 専門領域の内容を 体系的に提供する こ と によ る 深い理解と ， 異なる 専門領域の知識を 統合し たり ， 創造し たり する こ と

ができ る 機会を 提供し ます。

　 特に学士課程では， 自身の考え方を 豊かにする 異分野の知識や技能， 自身の専門を 築いていく 体系的かつ基礎的な専門

知識及び技能を ， 学生同士が切磋琢磨するこ と によ り 身につける カ リ キュ ラ ムを提供し ます。
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　 言語教育

　 グロ ーバル社会を生き る う えで必要と さ れる英語力を 伸ばす教育を 提供し ます。

　 特に学士課程では， 聞く ， 読む， 話す， 書く を 統合し た総合力を伸ばすために必要な英語， 異文化理解の科目群を 通じ

て言語を学ぶ初修外国語， 留学生には日本語， それぞれを学ぶ機会を 提供し ます。 加えて， 正課のみなら ず正課外におい

ても 言語を 学ぶ機会を 創出し ます。

教育方法の考え方

　 前述の教育内容を以下の方法で提供し ます。

①自身の可能性を 主体的に広げる 教育方法を 展開し ます。

人が交わる 共通教育， 知が交わる 専門教育， 言葉が交わる 言語教育を 通し て他者を理解し ， 切磋琢磨し ながら ， 自身の

可能性を 広げる 教育方法を実施し ます。

②総合大学の特長を活かし た教育体系を 提供し ます。

自ら の専門を 尊重し ながら も ， 様々な専門と の出会いによ り ， 共に考え， 共に動き ， 共に創り ， 共に育む教育体系を 全

ての課程で展開し ます。

③学生の成長に応じ た実践的な教育プロ グラ ムを 提供し ます。

学士課程から 大学院課程で留学やイ ン タ ーンシッ プ， プラ ク ティ カ ム等， 地域や世界と つながっ た実社会における 学び

を 提供し ます。

学修評価の考え方

　 厳格な学修評価を実施し ます。

授業科目の成績評価については， その基準・ 方法を 予め明示し ， それら に基づいて学修成果を 評価し ます。

正課外教育の考え方

　 学生が授業での学びを 越えて自ら の成長を 実感でき る 正課外の機会を 提供し ます。

【  参 考 】

岡山大学管理学則

（ 大学の目的）

第１ ０ 条　 本学は， 広く 知識を授け深く 専門の学芸を 教授研究し て， 知的， 道徳的及び応用的能力を 展開さ せ， 日本国家及び社

会の有為な形成者を 育成する と と も に， 学術の深奥を究めて， その成果を 広く 社会に提供する こ と によ り ， 世界文化の進展に寄与

するこ と を 目的と する 。

岡山大学管理学則

（ 大学院の目的）

第５ ３ 条　 岡山大学大学院は， 学術の理論及び応用を 教授研究し ， その深奥をき わめ， 又は高度の専門性が求めら れる 職業を 担

う ための深い学識及び卓越し た能力を 培い， 文化の進展に寄与する こ と を 目的と する 。

２ 　 大学院のう ち ， 学術の理論及び応用を 教授研究し ， 高度の専門性が求めら れる 職業を担う ための深い学識及び卓越し た能力

を 培う こ と を目的と し たも のは， 専門職大学院と する。
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